
平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報

（
障
害
の
あ
る
児
童
及
び
生
徒
の
た
め
の
教
科
用
特
定
図
書
等
の
普
及
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
三
十
八
条

障
害
の
あ
る
児
童
及
び
生
徒
の
た
め
の
教
科
用
特
定
図
書
等
の
普
及
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成

二
十
年
法
律
第
八
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
六
条
第
一
項
中
「
国
立
学
校
」
の
下
に
「
、
公
立
学
校
（
地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百

十
八
号
）
第
六
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
公
立
大
学
法
人
が
設
置
す
る
も
の
に
限
る
。）」
を
加
え
る
。

（
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
の
一
部
改
正
）

第
三
十
九
条

ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
七
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
第
一
項
中
「
地
方
公
共
団
体
」
の
下
に「（
地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）

第
六
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
公
立
大
学
法
人
を
含
む
。）」
を
加
え
る
。

（
総
合
特
別
区
域
法
の
一
部
改
正
）

第
四
十
条

総
合
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
八
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
三
条
第
一
項
中
「
第
六
項
第
二
号
」
を
「
第
三
項
第
二
号
」
に
改
め
、「
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
認
定

市
町
村
」
と
い
う
」、「
若
し
く
は
第
二
項
」、「
第
十
三
項
に
お
い
て
「
工
場
立
地
法
準
則
」
と
い
い
、」及
び
「
。
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
「
地
域
産
業
集
積
形
成
法
」
と
い
う
。」を
削
り
、「
又
は
地
域
産
業
集
積
形
成
法
」
を「
又
は
同
法
」

に
改
め
、「（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
地
域
産
業
集
積
形
成
法
準
則
等
」
と
い
う
。）」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中「
こ

の
条
」
を
「
こ
の
項
及
び
次
項
」
に
、「
と
い
い
、
認
定
市
町
村
で
あ
る
市
が
定
め
る
も
の
に
限
る
」
を
「
と
い
う
」

に
、「
都
道
府
県
準
則
が
定
め
ら
れ
た
場
合
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
市
準
則
」
及
び
「
都
道
府
県
準
則
又
は

市
準
則
」
を
「
市
町
村
準
則
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
を
削
り
、
同
条
第
六
項
中
「
受
け
た
」
の

下
に
「
工
場
立
地
法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中「（
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
「
国
際
戦
略
総
合
特
区
緑
地
面
積
率
等
経
過
措
置
条
例
」
と
い
い
、市
が
定
め
る
も
の
に
限
る
。）」

を
削
り
、「
都
道
府
県
準
則
が
定
め
ら
れ
た
場
合
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
市
準
則
」
及
び
「
都
道
府
県
準
則

又
は
市
準
則
」
を
「
市
町
村
準
則
」
に
、「
第
二
十
三
条
第
六
項
」
を
「
第
二
十
三
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同

条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
八
項
か
ら
第
十
五
項
ま
で
を
削
る
。

（
総
合
特
別
区
域
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
四
十
一
条

施
行
日
前
で
あ
っ
て
前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
総
合
特
別
区
域
法
第
二
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す

る
国
際
戦
略
総
合
特
区
緑
地
面
積
率
等
条
例
の
施
行
の
日
前
に
都
道
府
県
知
事
に
さ
れ
た
旧
工
場
立
地
法
第
六
条
第

一
項
、
第
七
条
第
一
項
若
し
く
は
第
八
条
第
一
項
又
は
旧
昭
和
四
十
八
年
改
正
法
附
則
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
届
出
で
あ
っ
て
施
行
日
に
お
い
て
勧
告
、
勧
告
に
係
る
事
項
を
変
更
す
べ
き
旨
の
命
令
又
は
実
施
の
制
限
の
期
間

の
短
縮
の
処
理
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
の
勧
告
、
勧
告
に
係
る
事
項
を
変
更
す
べ
き
旨
の
命
令
又
は
実
施

の
制
限
の
期
間
の
短
縮
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
四
十
三
条

施
行
日
前
で
あ
っ
て
前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
第
二
十
八
条
第

二
項
に
規
定
す
る
復
興
産
業
集
積
区
域
緑
地
面
積
率
等
条
例
の
施
行
の
日
前
に
都
道
県
知
事
に
さ
れ
た
旧
工
場
立
地

法
第
六
条
第
一
項
、
第
七
条
第
一
項
若
し
く
は
第
八
条
第
一
項
又
は
旧
昭
和
四
十
八
年
改
正
法
附
則
第
三
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
届
出
で
あ
っ
て
施
行
日
に
お
い
て
勧
告
、
勧
告
に
係
る
事
項
を
変
更
す
べ
き
旨
の
命
令
又
は
実
施
の

制
限
の
期
間
の
短
縮
の
処
理
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
の
勧
告
、
勧
告
に
係
る
事
項
を
変
更
す
べ
き
旨
の
命

令
又
は
実
施
の
制
限
の
期
間
の
短
縮
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
四
十
四
条

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
十
五
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
十
八
条
第
二
項
第
三
号
中
「
第
二
十
六
条
の
二
第
四
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
保
安
林
」
を
「
第
二

十
六
条
の
二
第
四
項
第
一
号
に
該
当
す
る
保
安
林
若
し
く
は
同
項
第
二
号
に
該
当
す
る
保
安
林
（
同
法
第
二
十
五
条

第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
目
的
を
達
成
す
る
た
め
指
定
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。）」
に
改
め
、
同
項

に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

前
項
第
二
号
に
定
め
る
事
項
（
森
林
法
第
二
十
六
条
の
二
第
四
項
第
二
号
に
該
当
す
る
保
安
林
（
同
法
第
二

十
五
条
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
に
掲
げ
る
目
的
を
達
成
す
る
た
め
指
定
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。）の

指
定
の
解
除
に
係
る
も
の
に
限
る
。）
内
閣
総
理
大
臣
を
経
由
し
て
農
林
水
産
大
臣
に
協
議
を
す
る
こ
と
。

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
一
部
改
正
）

第
四
十
五
条

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
一
条
第
一
項
中
「
）
を
」
を
「
）
及
び
公
立
大
学
法
人
（
地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第

百
十
八
号
）
第
六
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
公
立
大
学
法
人
を
い
う
。）を
」
に
改
め
る
。

（
大
規
模
災
害
か
ら
の
復
興
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
四
十
六
条

大
規
模
災
害
か
ら
の
復
興
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
五
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
第
四
項
第
七
号
中
「
次
条
第
三
項
第
十
一
号
」
を
「
次
条
第
三
項
第
十
二
号
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
第
三
項
第
十
号
」
を
「
第
三
項
第
十
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
五
号
中

「
第
二
十
六
条
の
二
第
四
項
各
号
の
い
ず
れ
か
」
を
「
第
二
十
六
条
の
二
第
四
項
第
一
号
に
該
当
す
る
保
安
林
又
は

同
項
第
二
号
」
に
改
め
、「
保
安
林
」
の
下
に「（
同
法
第
二
十
五
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
目
的

を
達
成
す
る
た
め
指
定
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
次
項
第
九
号
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
第
九
号
中

「
第
二
十
六
条
の
二
第
四
項
各
号
の
い
ず
れ
か
」
を
「
第
二
十
六
条
の
二
第
四
項
第
一
号
に
該
当
す
る
保
安
林
又
は

同
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項
中
第
十
一
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
十
号
を
第
十
一
号
と
し
、
第
九
号
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

十

第
一
項
第
七
号
に
定
め
る
事
項
（
森
林
法
第
二
十
六
条
の
二
第
四
項
第
二
号
に
該
当
す
る
保
安
林
（
同
法
第

二
十
五
条
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
に
掲
げ
る
目
的
を
達
成
す
る
た
め
指
定
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。）

の
解
除
に
係
る
も
の
に
限
る
。）
内
閣
総
理
大
臣
を
経
由
し
て
農
林
水
産
大
臣
に
協
議
を
す
る
こ
と
。

（
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
の
一
部
改
正
）

第
四
十
二
条

東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
八
条
第
一
項
中
「
第
六
項
第
一
号
」
を
「
第
三
項
第
一
号
」
に
改
め
、「
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
認
定

市
町
村
」
と
い
う
」、「
若
し
く
は
第
二
項
」、「
第
十
三
項
に
お
い
て
「
工
場
立
地
法
準
則
」
と
い
い
、」及
び
「
。
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
「
地
域
産
業
集
積
形
成
法
」
と
い
う
。」を
削
り
、「
又
は
地
域
産
業
集
積
形
成
法
」
を「
又
は
同
法
」

に
改
め
、「（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
地
域
産
業
集
積
形
成
法
準
則
等
」
と
い
う
。）」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中「
こ

の
条
」
を
「
こ
の
項
及
び
次
項
」
に
、「
と
い
い
、
認
定
市
町
村
で
あ
る
市
が
定
め
る
も
の
に
限
る
」
を
「
と
い
う
」

に
、「
都
道
府
県
準
則
が
定
め
ら
れ
た
場
合
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
市
準
則
」
及
び
「
都
道
府
県
準
則
又
は

市
準
則
」
を
「
市
町
村
準
則
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
を
削
り
、
同
条
第
六
項
中
「
受
け
た
」
の

下
に
「
工
場
立
地
法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中「（
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
「
復
興
産
業
集
積
区
域
緑
地
面
積
率
等
経
過
措
置
条
例
」
と
い
い
、市
が
定
め
る
も
の
に
限
る
。）」

を
削
り
、「
都
道
府
県
準
則
が
定
め
ら
れ
た
場
合
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
市
準
則
」
及
び
「
都
道
府
県
準
則

又
は
市
準
則
」
を
「
市
町
村
準
則
」
に
、「
第
二
十
八
条
第
六
項
」
を
「
第
二
十
八
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同

条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
八
項
か
ら
第
十
五
項
ま
で
を
削
る
。

第
四
十
八
条
第
二
項
第
五
号
中
「
第
二
十
六
条
の
二
第
四
項
各
号
の
い
ず
れ
か
」
を
「
第
二
十
六
条
の
二
第
四
項

第
一
号
に
該
当
す
る
保
安
林
又
は
同
項
第
二
号
」
に
改
め
、「
保
安
林
」
の
下
に「（
同
法
第
二
十
五
条
第
一
項
第
一
号

か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
目
的
を
達
成
す
る
た
め
指
定
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
次
項
第
九
号
に
お
い
て
同
じ
。）」

を
加
え
、
同
条
第
三
項
第
八
号
中
「
第
十
一
号
」
を
「
第
十
二
号
」
に
改
め
、
同
項
第
九
号
中
「
第
二
十
六
条
の
二

第
四
項
各
号
の
い
ず
れ
か
」
を
「
第
二
十
六
条
の
二
第
四
項
第
一
号
に
該
当
す
る
保
安
林
又
は
同
項
第
二
号
」
に
改

め
、
同
項
中
第
十
一
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
十
号
を
第
十
一
号
と
し
、
第
九
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十

第
一
項
第
七
号
に
定
め
る
事
項
（
森
林
法
第
二
十
六
条
の
二
第
四
項
第
二
号
に
該
当
す
る
保
安
林
（
同
法
第

二
十
五
条
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
に
掲
げ
る
目
的
を
達
成
す
る
た
め
指
定
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。）

の
解
除
に
係
る
も
の
に
限
る
。）
内
閣
総
理
大
臣
を
経
由
し
て
農
林
水
産
大
臣
に
協
議
を
す
る
こ
と
。




		2016-05-19T15:09:45+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




